
（様式１）

令和2年度　目標達成計画 園名 三木市立緑が丘東幼稚園　

項目 園の現状や取組、課題 目標
目標達成に向けた
具体的な取組内容

成果 評価

共通課題

〇 新型コロナウイルス感染症予防対策に
ついて

〇

・
・

〇

感染症から、自分の体を守り、楽しく過ごそう！（子
どもも大人も）
情報や知識を子どもや保護者に知らせ、共有する。
互いに自分たちの体が守れるよう、子どもたちも意見
を出し合い、一緒に考え、安全で楽しい園生活や遊び
を工夫する。
みんなで免疫力を高めよう！
（元気な体づくり）

〇

〇
・
〇

・
・
・
〇

〇
・
・

「けんこうかんさつかーど」による毎朝の検温と体調
観察の実施と継続（保護者へ協力依頼）
マスクの着用・手洗いの徹底
家庭と園全体で習慣化（保護者へアピール）
感染予防効果があり、子どもが活用し易い「感染予防
グッズ」の作成
横の友だちが見える手作りシールド
着脱しやすく、清潔なマスク掛け
遊びの中のソーシャルディスタンスの検討と実践
体全体を動かし、満足感が味わえる遊びを意識した戸
外遊び（ぽかぽか広場）の計画と実施
保護者へ栄養のある食事と睡眠時間確保等の依頼
食育だより発行
「本日の献立」の掲示

〇

〇

〇

保護者と園が連携し、毎朝の検温と体調観察、マスク
着用、手洗い等を習慣化することができた。
※参観日の『参観者健康観察チェック表』提出にも、
大変協力的である。
「感染予防グッズ」を日常的に使用することにより、
子どもたちなりに感染予防を意識している。
※マスクの着脱のタイミングや正しい着け方、間隔を
あける等、子ども同士で伝え合う姿が見られる。
友だちと関わりながら、全身を使って熱中して遊ぶこ
とで、体力がついてきていると同時に、食欲もアップ
している。（給食のおかわり、苦手な物への挑戦）

・

・

・

・

園だより・降園時指導・「健康観察カード」等により、毎朝の検温と体調観察の実
施・マスク着用・手洗いの徹底等、感染予防対策の習慣化につなげている。
「園だより」や「食育だより」で食事と睡眠の大切さを伝え、また、「本日の献
立」の写真を掲示して内容や量をわかりやすく伝え、元気な体作り・免疫力アップ
について、保護者の理解を深める取り組みができている。
「免疫力を高める元気な体づくり」を目標に「ぽかぽか広場月案」を作成し、計画
的に戸外遊び(鉄棒・上り棒・雲梯・虫探し・落ち葉拾い等)を実施し、身体を使っ
ておもいきり遊び満足感が味わえる取り組みが行われている。子どものアイデアや
意見を引き出して取り入れることで、ストレスなく自然に密を避ける取り組みが実
施できている。(夏祭りごっこ時に顔の見えるビニールシート・立ち位置マークをつ
ける等)
給食時の顔の見える手作りの仕切、同じ方向を向いて食事をする配席、マスクかけ
の作成と工夫、教室・椅子・机・ロッカー・トイレ・マスクかけの定期的な消毒
等、「感染予防グッズ」の作成や環境整備を継続的に実施している。

〇

・

・

（保育内容面）
子ども主体の教育・保育を実践してい
る。
やりたいことを自ら見つけることので
きる環境が整っている。（少人数の良
さ、人的、物的、空間）
毎日の職員会議（分かち合い）が充実
しており、全職員が全園児のことを共
通理解している。（気になることもう
れしいことも共有できる職員関係）

〇
・

〇
・
・
・

子ども一人一人にスポットを当てよう！
意欲がわいてくるような環境構成を工夫する。（わく
わく感、やりたくてうずうずする気持ち）
最高で最強のチームをめざそう。
お互いを信頼する。
お互いを敬う。
足らないところを補い合う。

〇
・

〇

・
・
・

〇
・

発達段階を意識した保育内容の計画と実践
ボディイメージの形成を促す遊びの導入（しっぽ取
り、帽子取り、鬼ごっこ等）
興味・関心に基づいた環境構成の充実
（子どものつぶやきをキャッチ）
旬の自然物や身近な小動物等の直接体験を重視
友だちと関わることで発展していく遊びの充実
保護者への発表（写真集「みて！みて！」、どんぐり
迷路、動物調べ等）
毎日の職員会議実施
本日の保育内容や個々の様子等についての共通理解
⇒幼児理解や個人記録の多面的な
　見直しへ

〇

〇

子どもが、何に興味を持っているのか、どこが楽しい
のか等を探る必要性と重要性を実感することができ
た。
※子どもたち一人一人が思いをもって、頑張る姿は、
本当に素晴らしいと改めて感じることができた。ま
た、友だちの真剣な姿に刺激を受け、他児も挑戦意欲
が高まったり、応援したりし、互いに成長が見られ
た。
毎日の職員会議により、各クラス一人一人について、
丁寧に分析し、共通理解ができた。
※個々の課題に向けての改善策も検討でき、教師間の
信頼関係が深まった。

・ 少人数の良さを生かして、教職員の共通理解の元に、子どもたち一人ひとりの意欲
を高めるための「環境構成」が考えられており、その中で子どもたち一人ひとりが
生き生きと活動している。また、老人会やまちづくり協議会など地域の人財による
サポートを生かして、子どもたちの様々な人・モノ・コトとの出会いを設定し、子
どもたちの成長へとつなげる努力がなされている。

〇

・

・

（管理・運営面）
幼稚園・保護者・地域・幼稚園、みん
なで子どもたちを育てている。
保護者は、教育に対し熱心であり、園
の教育活動に大変協力的である。
二つの公民館（緑が丘・青山）や老人
会、まちづくり協議会等との連携が、
強力である。

〇
・

・

もっともっと発信力を高めよう！
ホームページやクラスだより、連絡帳等により、園生
活の様子を発信することで、信頼関係を構築する。
※何が、どのように子どもの心に響いたのか。
人とかかわることの喜びや感謝の気持ちを分かち合
う。

〇
・

〇
〇
〇

〇
・
〇

〇

降園指導時の担任のスピーチ
本日の出来事だけでなく、遊びの中の『学び』につい
ても具体的に報告
連絡帳の活用による保護者との連携（写真添付）
老人会との花植え（夏・秋）
ホームページ更新、クラスだより、合同のたより（ひ
がしっこだより）、自然マップ、園だより等の発行
地域のイベントやサークル活動等の活性化の協力
チラシの配布や園内掲示
青山公民館の作品展、緑が丘町公民館の親子体操協力
未就園児との交流「たんぽぽ広場」の開始（11月
～）

〇

〇

〇

担任のスピーチや連絡帳、便り、ホームページ等によ
り、「クラスのトピックス」等を保護者に伝えること
で、子どもの成長を共に喜び合うことができ、信頼関
係が深まっている。
感染症対策をしながら、老人会の方（数名）との花植
えや公民館での作品展を実施することができた。ま
た、地域の方のお陰で、『大輪の菊との背競べ』や
『柿の枝の重さ体験』ができ、地域に愛されている実
感や感謝の気持ちを全園児で感じることができた。
９月末より園庭開放を実施し、在園の親子だけでな
く、地域の未就園児や１号認定児の利用もある。

・

・

・

降園指導の時間を作り、担任から保護者に向けて「今日のトピックス」として子ど
もの様子・遊びの中のねらいや学び・取り組み等を、口頭と資料で詳しく伝えてい
る。直接顔を見て話すことで、保護者の理解が深まり信頼関係の構築につながって
いる。
連絡帳に写真を添付して、園生活の様子をコメントと共に視覚的にも伝えられるよ
う工夫している。
「ホームページ」「園だより」「クラスだより」「東っ子だより」「自然マップ」
「給食献立写真」「たんぽぽ広場のお知らせ」等を発信・掲示し、子どもの様子や
園の取り組み等を文章と写真で保護者の継続的に伝えている。
老人会の人が柿・菊を持参してくれたり、一緒に花植え体験し、子どもたちが地域
の人と関わり、感謝の気持ちを持つ機会を設けている。「タンポポ広場」の開催に
より、未就園児との乳幼児交流もある。地域の２つの公民館に作品展示参加してい
る。未就園児サークル「きしゃポッポ」の開催協力、地域のイベントのチラシの配
布や掲示等、地域貢献にも取り組んでいる。

〇
（保育内容面）
少人数の集団の弱点を補っていけるよ
うに、身の回りのもの・ひと・ことに
かかわる機会を大切にしよう。

〇

・
・

・

もっと伝え合おう！言葉、体、目(表情）！ニヤリ
ホットを見つけよう！
分かち合いの質を高める。
考える、試す、修正する、調べる、相談する等の活動
時間の確保をする。
結果（出来栄え）ではなく、過程の姿と子ども一人一
人の「心もち」に共感できる保育者をめざす。

〇
・

〇

・
・
・

年長児と年少児との関わり重視
夏まつりごっこ（お店屋さん）やわくわくカーニバル
（合同競技）、互いの遊びの交流（見せ合いっこ）等
の活動によって、互いの頑張りを認め合いながら、
“お互いを思い合う心”へとつなげている。
個々の「心もち」に対する受容（安心して自己表現で
きるクラスづくり・園づくり）
自分の気持ちを言葉で伝える。
態度で表現する。
友だちの思いを意識して聞く。

〇

・

・

〇

感染症対策をしっかりと講じ、少人数園ならではの
様々な合同活動を計画・実施することができている。
年少と年長の仲が良く、思い合い、助け合いながら、
自然な関わりの姿が見られる。
嬉しい事や楽しい事等、お互いがすぐに隣のクラスに
報告し、共感し合っている場面が多々ある。
子ども同士が、一人一人の良いところを認め合い、信
頼しているからこそ、場面に応じて任せたり、頼った
り、意見を言ったりすることが自発的にできている。

・

・

新型コロナウィルス感染症対策において、「免疫力を高める」という観点から、保
護者・子どもたちとの「情報共有」を大事にして、適切に進められている。園長の
リーダーシップが生かされ、目標設定が具体的で「行動目標化」されている。その
結果、子どもたち一人ひとりの特性を考慮した保育が職員の共通理解のもと、実践
されている。
それぞれの子どもたちが抱える多様な課題に対して、理解を深めようと努力されて
いる。また、一つひとつの活動において、その結果だけではなく、その活動の過程
での子どもの姿や気持ちを意識して、共感的な指導・支援ができるように尽力して
いる。

〇

・
・
・

（管理・運営面）
子どもたちの安全を確保するための方
策を実施する。（何が起こるかわから
ない、念には念を！）
危険な行動を見逃さない。
危険個所を発見する。
安全点検を徹底する。

〇
・
・
・
〇

・
・

見逃すな！ヒヤリハット！
すぐに報告し合おう。
しっかり確認しよう。
必ず共有しよう。
しつこくチェック(園内で）、丁寧に要望（行政
へ）！
本当に安全か？
ピンチはチャンス

〇

〇

〇
・

既存の「ヒヤリハット報告書」と「けが等発生報告
書」を合体させ、発生場所や状況等、全職員が確実に
共通理解できるように改善
日々の保育指導案の「評価・反省」から見出した課題
や問題点についての協議
園庭や遊具等の安全点検の徹底
「遊具の安全チェックリスト」による危険個所や異変
状況の早期発見と対策

〇

〇

〇

記録に残すことで、『けがをしやすい子』を把握する
ことができ、全職員で、再発防止に配慮できている。
日々の小さな気づきを話し合い、安全意識を持つこと
で事故防止を心がけている。
遊具の安全点検中に、セアカゴケグモを駆除すること
ができた。定期的な点検は、職員の安心感にもつな
がっている。

・

・

既存の書式を見直し、「ヒヤリハット・けが等発生報告書」の書式を作成し、発生
状況や危険箇所を全職員で周知できるよう、また効率よく記録できるよう工夫して
いる。また、保育日案・日誌を園長の視点でチェックし、ヒヤリハットにつながる
事例を園内研修で取り上げて全職員で話し合い、気づきや新しい発見・予防対策に
つながるよう取り組んでいる。「ヒヤリハット幼稚園マップ」のさらなる活用を予
定している。
日々の安全管理に加えて、月2回「遊具の安全チェックリスト」を用いて園内の安
全点検を実施し、危険ヶ所や異変を早期発見できるよう取組んでいる。危険箇所が
あれば迅速に対応し、職員会議や日誌で情報共有している。（事例として、セアカ
ゴケグモの早期発見と、害虫駆除対策につなげた。）

ここを

改善！

【目標達成計画】　

良いとこ自慢・・・自分の園所が自信をもって誇りに思えるような取組
ここを改善・・・・・主にこれまでの特定教育・保育施設評価の中で課題・改善点として挙がった内容の取組

良いとこ

自慢！

教育・保育目標
                           「思い合いのある心豊かな子どもたちの育成」
　　　　　　　　　　　　　・明るく元気な子　　　・表現できる子　　　・遊べる子


